
中学生模擬議会！

令和元年 （予定）第５回９月定例会

・６月定例会

・委員会報告

・６月定例会一般質問

・ご存知ですか？
  大野城市の投票率

・ふるさと納税って?
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９月　２日 (月 )10:00 ～
　　 ５日 ( 木 )10:00 ～
　　 ６日 ( 金 )10:00 ～
　　11日 ( 水 )  9:00 ～
　　18日 ( 水 )  9:30 ～
　　19日 ( 木 )  9:30 ～
　　24日 ( 火 )10:00 ～

本会議　提案理由説明
本会議　質疑・付託
各常任委員会　10日迄
決算特別委員会　13日迄
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　報告・討論・採決

本会議・各委員会は傍聴できます。
みなさまの傍聴をお待ちしています。

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

広 報 委 員 会

議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。
●募集作品（未発表のものに限ります）　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または直接窓口へ
　　　　　 (〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号　℡．580－1938)
●注意事項
　・未発表のものに限ります　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください　　・提出された作品は、返却しません　
　・ペンネームでも可とします　

～作品掲載希望者募集～～作品掲載希望者募集～
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みなさん是非とも傍聴に来てください！

　市内５校の中学校から、３年生の
生徒が１日議員となり大野城市の事
について質問し、行政職員の立場
で、議員が回答する「中学生模擬
議会」を開催します。

～未来を創る！ 私たちの想い～

今年もや
ります！

●日　時：令和元年８月21日（水） 14時00分より
●場　所：大野城市役所本館4階・議場
※中学生模擬議会はケーブルテレビで放送されます。
１２ＣＨ（生中継）　８月２１日（水）１４時～１５時40分
１１ＣＨ（特別番組）８月２５日（日）１８時～
　　　　　　　　　　８月２６日（月）　８時～、１４時～
特別番組は、生中継を１時間にまとめて放送します。
●お問い合わせ：大野城市議会事務局　☎580-1938
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議決結果件　　名

審 議 結 果 一 覧 令和元年第４回６月定例会

議案番号 付託委員会

第37号議案 大野城市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

第38号議案 大野城市税条例等の一部を改正する条例の制定について

全会一致 可決 総務企画委員会

第41号議案 大野城市行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制
定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）総務企画委員会

第42号議案 大野城市コミュニティセンターの設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1） 〃

第43号議案 大野城心のふるさと館の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1） 〃

第44号議案 大野城まどかぴあ設置条例及び大野城市公民館施設の設置
及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1） 〃

第45号議案 大野城市ファミリー交流センター設置条例等の一部を改
正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）

福祉文教委員会

第46号議案 大野城市都市公園条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）都市環境委員会

第47号議案 大野城市水道事業給水条例及び大野城市下水道条例の一
部を改正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1） 〃

第56号議案 令和元年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第１号）
について

第57号議案 令和元年度大野城市水道事業会計補正予算（第１号）に
ついて

第39号議案 大野城市すこやか交流プラザ設置条例の一部を改正する
条例の制定について

〃 福祉文教委員会

〃 〃

第48号議案 大野城市教育委員会委員の任命について 全会一致 同意 ―

第49号議案 大野城市教育委員会委員の任命について 〃 ―

第50号議案 大野城市教育委員会委員の任命について 〃 ―

第51号議案 筑紫公平委員会委員の選任について 〃 ―

第53号議案 財産の取得について 〃 福祉文教委員会

第55号議案 令和元年度大野城市一般会計補正予算（第３号）について 予算委員会

第52号議案 財産の取得について 全会一致 可決

全会一致 可決

総務企画委員会

第54号議案 工事請負契約の締結について 〃 〃

〃

〃

第58号議案 令和元年度大野城市下水道事業会計補正予算（第１号）
について

第59号議案 大野城市議会会議規則の一部を改正する規則の制定に
ついて

〃 〃

〃 ―

第40号議案 大野城市森林環境譲与税基金条例の制定について 〃 都市環境委員会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

報告第２号
平成30年度大野城市一般会計予算繰越明許費繰越計算書
について

報告第３号 平成31年度大野城市土地開発公社の予算について

報告 ―

報告第５号
平成31年度公益財団法人おおのじょう緑のトラスト協会
の予算について

決議案第１号 市民に開かれた議会をつくる調査特別委員会設置に関す
る決議について

全会一致可決

決議案第２号 交通ネットワークとまちづくりを考える調査特別委員会
設置に関する決議について

〃 ―

― 閉会中における所管事務調査等の通知について 承認 ―

― 議員の派遣について 〃 ―

報告第４号 平成31年度公益財団法人大野城まどかぴあの予算について 〃 ―

報告第６号 平成31年度公益財団法人大野城市体育協会の予算について 〃 ―

〃 ―

―

〃 ―

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（令和元年第４回６月定例会）      

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）

陳情第６号 辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転の国民的議論により、民主主義及
び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書採択を求める陳情（全国青年司法書士協議会）

陳情第５号 辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転の国民的議論により、民主主義及
び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書採択を求める陳情（「新しい提案」実行委員会）

陳情第４号
「辺野古新基地建設が、沖縄県民にのみ過重な負担を強い、その尊厳を踏みにじるものであること
に鑑み、解決に向けた主体的な取り組みを日本国民全体に呼びかけるとともに、政府に対し、沖縄
県民の民意を尊重することを求める決議」について

会派名 改革フォーラム自民大野城自民まどか 公明党自民令和 市民クラブ

議員氏名
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第41号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第42号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第43号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第44号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第45号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第46号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第47号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第55号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第56号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯ ●◯

令和元年６月定例会を
　　　　 ６月３日(月)から６月20日(木)まで開催
27の案件を審議し、全て可決・同意・承認。報告が５件。
９名の議員が一般質問。
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議決結果件　　名

審 議 結 果 一 覧 令和元年第４回６月定例会

議案番号 付託委員会

第37号議案 大野城市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

第38号議案 大野城市税条例等の一部を改正する条例の制定について

全会一致 可決 総務企画委員会

第41号議案 大野城市行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制
定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）総務企画委員会

第42号議案 大野城市コミュニティセンターの設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1） 〃

第43号議案 大野城心のふるさと館の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1） 〃

第44号議案 大野城まどかぴあ設置条例及び大野城市公民館施設の設置
及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1） 〃

第45号議案 大野城市ファミリー交流センター設置条例等の一部を改
正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）

福祉文教委員会

第46号議案 大野城市都市公園条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）都市環境委員会

第47号議案 大野城市水道事業給水条例及び大野城市下水道条例の一
部を改正する条例の制定について

賛成多数 可決
（賛成18・反対1） 〃

第56号議案 令和元年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第１号）
について

第57号議案 令和元年度大野城市水道事業会計補正予算（第１号）に
ついて

第39号議案 大野城市すこやか交流プラザ設置条例の一部を改正する
条例の制定について

〃 福祉文教委員会

〃 〃

第48号議案 大野城市教育委員会委員の任命について 全会一致 同意 ―

第49号議案 大野城市教育委員会委員の任命について 〃 ―

第50号議案 大野城市教育委員会委員の任命について 〃 ―

第51号議案 筑紫公平委員会委員の選任について 〃 ―

第53号議案 財産の取得について 〃 福祉文教委員会

第55号議案 令和元年度大野城市一般会計補正予算（第３号）について 予算委員会

第52号議案 財産の取得について 全会一致 可決

全会一致 可決

総務企画委員会

第54号議案 工事請負契約の締結について 〃 〃

〃

〃

第58号議案 令和元年度大野城市下水道事業会計補正予算（第１号）
について

第59号議案 大野城市議会会議規則の一部を改正する規則の制定に
ついて

〃 〃

〃 ―

第40号議案 大野城市森林環境譲与税基金条例の制定について 〃 都市環境委員会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

報告第２号
平成30年度大野城市一般会計予算繰越明許費繰越計算書
について

報告第３号 平成31年度大野城市土地開発公社の予算について

報告 ―

報告第５号
平成31年度公益財団法人おおのじょう緑のトラスト協会
の予算について

決議案第１号 市民に開かれた議会をつくる調査特別委員会設置に関す
る決議について

全会一致可決

決議案第２号 交通ネットワークとまちづくりを考える調査特別委員会
設置に関する決議について

〃 ―

― 閉会中における所管事務調査等の通知について 承認 ―

― 議員の派遣について 〃 ―

報告第４号 平成31年度公益財団法人大野城まどかぴあの予算について 〃 ―

報告第６号 平成31年度公益財団法人大野城市体育協会の予算について 〃 ―

〃 ―

―

〃 ―

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（令和元年第４回６月定例会）      

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）

陳情第６号 辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転の国民的議論により、民主主義及
び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書採択を求める陳情（全国青年司法書士協議会）

陳情第５号 辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転の国民的議論により、民主主義及
び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書採択を求める陳情（「新しい提案」実行委員会）

陳情第４号
「辺野古新基地建設が、沖縄県民にのみ過重な負担を強い、その尊厳を踏みにじるものであること
に鑑み、解決に向けた主体的な取り組みを日本国民全体に呼びかけるとともに、政府に対し、沖縄
県民の民意を尊重することを求める決議」について

会派名 改革フォーラム自民大野城自民まどか 公明党自民令和 市民クラブ
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第41号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第42号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第43号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第44号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第45号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第46号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第47号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第55号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯

第56号議案 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯

◯◯ ●◯

令和元年６月定例会を
　　　　 ６月３日(月)から６月20日(木)まで開催
27の案件を審議し、全て可決・同意・承認。報告が５件。
９名の議員が一般質問。
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委員会報告委員会報告
～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会

第37号議案
「大野城市特別職の職員の給与等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について」

　　改正の具体的な内容について
　　本条例では、本市が執行する選挙について、
選挙長や投票管理者等に対して支給する報酬の額
を定めている。本年５月に国が定める国会議員の
選挙等の執行経費の基準に関する法律が改正さ
れ、金額の引き上げが行われている。従来、金額
をそのまま条例に記載をしていたが、法に定める
額と金額の記載方法を改めた。

第38号議案
「大野城市税条例等の一部を改正する条例の制定
について」

　　軽自動車税の改正内容と納税通知書の表記に
ついて
　　令和元年10月から軽自動車税に環境性能割が
創設され、環境性能に応じた税率区分を適用し、
自動車の取得価格を課税標準として自動車取得者
に課せられる。現行の軽自動車税は種別割と名称

が変更される。軽自動車税は環境性能割と種別割
で構成される。軽自動車税納付書の名称は種別割
となる。

第52号議案
「財産の取得について」

　　取得する車両の大きさについて
　　今回購入する移動図書館は、従来に比べ積載
の冊数も3000冊から3500冊に、3トンから3.5トンに
変更となり、やや大きめの形になる予定である。
　　指名競争入札は何社か
　　本市に登録している3社による指名競争入札と
なっている。
　　利用者の増加に向けた具体的な施策について
　　車両のデザインを投票制によるもので考えて
いる。巡回するステーションを障がい者施設や高
齢者施設を含めて増やしていきたいと考えてい
る。

第53号議案
「財産の取得について」

　　小中学校のコンピュータ教室で使用するパソ
コン等の落札額が「1億4360万円（税抜）」で
あるが、入札時の最高入札額と、本市が定めた最
低制限価格は
　　最高入札額は「2億6500万円（税抜）」であ
る。また最低制限価格は、大野城市最低制限価格取
扱要領の規定では、工事費や委託料等については設
定されることになっているが、物品の購入について
は設ける対象となっていない。

第54号議案
「工事請負契約の締結について」

　　大野北保育所の新築建築工事の中で、設計面
で工夫された点は

　　保育所からの意見等を受け、危険な箇所をなく
し、安全で快適に過ごせるよう設計で細かいところ
まで配慮をしている。
　　大野北保育所の移転理由の一つが、現在の場
所での交通渋滞となっている。今回の移転先付近
は結構抜け道になっており、保護者の方たちの駐
車場への乗り入れ等で渋滞がひどくなるのではと
思うが、駐車場の出口はどうなっているか
　　駐車場は進入口が1カ所、出口が1カ所の合計2
ヵ所となり、一方通行での誘導を考えている。ま
た、周辺の交通渋滞のことも保育所から聞いてお
り、今回の設計では、現在10台の駐車場を20台にす
ることを考えている。
　　予定価格と落札率は
　　予定価格は「2億7325万5千円」で、入札金額は
「2億6996万4千807円」となり落札率は98.7％であ
る。

都 市 環 境 委 員 会

予 算 委 員 会 （ 補 正 予 算 ）

第40号議案
「大野城市森林環境譲与税基金条例の制定
について」

　　実際の森林環境税の課税・徴収並びに森林環
境税の譲渡はいつから始まるのか
　　森林環境税については、令和６年から賦課徴
収される予定となっており、その前倒しで今年度
から森林環境譲与税は交付される。
　　市町村の面積や人数のカウントがあると思う
が、その算出基準は出ているのか
　　各市の市・私有林の人工林面積と林業就業者
数と人口、この割合で案分する。
　　森林環境譲与税に伴って新たな規定の設置や
改正などそういう計画はあるか
　　この譲与税については、地方譲与税であり、
各市が割と幅広く弾力的に活用できるので、現在
検討している段階であるが、今後利用するに当た

っては計画をしっかり立てて使用していきたい。
　　大野城市の６割ぐらいは森林地帯であるが、
今から早急に解決しなくてはいけない課題はど
ういうことか
　　まず意向調査を行い、経営が可能かどうかを
見きわめる。経営が困難な場合は、荒廃森林整備
事業という県の森林環境税を使っている事業があ
るので、そちらを活用していく。経営がある程度
可能なところについては、意向調査を踏まえなが
ら今後、計画的に活用していきたいと考えてい
る。

第55号議案
「令和元年度大野城市一般会計補正予算
（第３号）について」
歳入歳出予算の総額にそれぞれ5億2568万
9千円を増額
補正後の歳入歳出予算の総額を361億9599
万円とするもの

　　プレミアム付き商品券は、対象者である低所
得者の方たちは、どのような申請の方法か
　　住民税の非課税の方にお知らせという形で申請
書を通知する。その通知を受け取られた方が必要な
事項を記入、返送し、それを再度市で審査し、該当
される方には、購入に必要な購入引換券を返送す
る。その購入引換券を持って、市役所で購入する。
　　本年10月から幼児教育・保育が無償化される
ことに伴って、自分の子が対象になるのかを、幼
稚園、保育園で周知はされるのか
　　現在のところ、各施設からの周知は行われてい
ないが、この事務費が認められたら、対象の方には
市から園を通して連絡をする。
　　平成31年３月20日に予防接種施行令が改正

され、65歳以上の５歳刻みの年齢の方を対象とし
た高齢者肺炎球菌予防接種が５年間延長されるこ
とに伴い、国と大野城市の接種率はどうか
　　国の報告では、全国的には40％程度である。本
市では、これまでも全員対象で実施しており、全年
齢を平均すると45％、全国と比較すると高い状態に
ある。
　　この肺炎球菌予防接種の案内は、はがきなど
を使って出すのか
　　以前と同じく、封書を使って新しく65歳になる
方に通知をする。
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

大塚みどり 障がい者に寄り添った福祉の増進に
ついて

松﨑百合子
中学校の制服選択制の導入について
ことばの教室について
発達障がいの子どもと家族の支援に
ついて

平井信太郎
JR水城駅周辺の安全対策について
大利アンダーパスの安全対策に
ついて

岡 部　和 子
食育について
子ども食堂について
通学路の見守りについて

▲映像はこちら▲映像はこちら

▲映像はこちら

月の浦西公園

答 問答答 問問 公
園
に
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具
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子
ど
も
た
ち
の
遊
び
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と
し
て

公
園
に
遊
具
を
！

　
　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て

遊
具
の
点
検
は
、ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か

市
の
職
員
が
年
に
２
回
以
上
点
検
を

行
う
ほ
か
、専
門
の
有
資
格
者
に
よ

る
点
検
を
年
１
回
以
上
行
っ
て
い
る
。

遊
具
設
置
に
関
す
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考
え
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市
の
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と
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年
劣
化
や
損

傷
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著
し
い
遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
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を
優
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存
公
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具
新
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優
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が
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元
区
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要
望
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分
に
調
査

し
、地
元
区
と
の
協
議
を
綿
密
に
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
月
の
浦
西
公
園
に
遊
具
を
追
加
設

置
は
、そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
地
元

区
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
要
望
に
つ
い
て
は
、区
と

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、利
用
し
や

す
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
公
園
づ
く
り

に
役
立
て
た
い
。

森
　
　
　
和
　
也

中 村　真 一 待機児童問題について

森　　和也 公園について
街路樹と歩道について

福 澤　信 光 駐輪場の利用について
事故の未然予防について

神 田　徳 良 コミュニティバスの運行について
防災減災について

河 村　康 之
本市の選挙・投票について
本市施設の多目的（多機能）トイレの
設置について

前
回
平
成
27
年
の
状
況
と
比
べ
、今
回

の
投
票
率
を
ど
う
考
え
る
か
。ま
た
、

今
後
ど
う
な
れ
ば
良
い
と
考
え
る
か

前
回
平
成
27
年
の
投
票
率
は
42
・
20
％

で
、今
回
は
39
・
57
％
と
な
り
２
・
63
ポ

イ
ン
ト
低
か
っ
た
。選
挙
権
年
齢
の
下

限
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
有
権
者

数
は
前
回
か
ら
3
5
2
6
人
増
加
し

て
い
る
が
、投
票
者
数
は
5
9
8
人
減

少
し
て
い
る
。投
票
率
が
前
回
よ
り
も

下
が
っ
た
こ
と
や
、他
市
と
比
べ
低
い

こ
と
は
大
変
残
念
に
考
え
て
い
る
。今

後
は
投
票
率
の
向
上
を
望
む
の
は
当

然
で
あ
り
、そ
の
た
め
市
と
し
て
必
要

な
取
り
組
み
を
今
後
も
検
討
し
、実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

投
票
所
入
場
券
を
有
権
者
一
人
に
一

枚
郵
送
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

本
市
は
今
後
改
善
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
る
か

本
市
は
以
前
か
ら
、郵
送
料
の
削
減
の

た
め
、世
帯
ご
と
に
印
刷
す
る
仕
様
と

し
て
い
る
。今
後
は
、世
帯
ご
と
個
人

ご
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、ま
た

選
挙
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の

答答 問問

時
期
な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
、調
査
・

研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。ま

た
、入
場
券
に
印
字
さ
れ
て
い
る
文

字
、特
に
宣
誓
書
が
小
さ
く
、大
変
利

用
し
づ
ら
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、こ

れ
に
つ
い
て
は
今
後
、有
権
者
が
記
入

す
る
項
目
の
一
部
を
事
前
に
印
字
し

た
り
し
、有
権
者
の
負
担
軽
減
と
な
る

よ
う
な
改
善
を
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
選
挙
・
投
票
率
の
改
善
を

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
考
え
る
か
？

本
市
の
選
挙
・
投
票
率
の
改
善
を

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
考
え
る
か
？

自
然
災
害
と
違
い
、事
故
は
、予
測

し
、防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
も
の
も
多
い

と
考
え
る
。先
日
、七
十
代
・
八
十
代

の
方
か
ら「
最
近
の
自
動
車
事
故
を

見
る
と
運
転
が
怖
い
」「
で
も
、運
転

し
な
い
と
買
い
物
に
も
行
け
な
い
」

「
だ
か
ら
免
許
返
納
を
し
た
く
て
も

出
来
な
い
」と
相
談
を
受
け
た
。そ
こ

で
高
齢
者
の
免
許
返
納
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か

現
在
、自
主
返
納
に
対
す
る
本
市
独

自
の
補
助
な
ど
の
支
援
は
行
っ
て
い

な
い
が
、他
自
治
体
が
行
っ
て
い
る

自
主
返
納
補
助
制
度
に
つ
い
て
の
効

果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

本
市
の
通
学
路
内
で
、縁
石
も
障
害

物
も
無
い
、交
差
点
付
近
の
歩
道
は

存
在
す
る
の
か

本
市
の
通
学
路
内
で
、縁
石
も
障
害

物
も
な
い
交
差
点
付
近
の
歩
道
は
、

存
在
す
る
。

答答 問問

問答
歩
道
内
に
石
柱
が
あ
る
所
と
、無
い

と
こ
ろ
の
違
い
は
な
に
か
。ま
た
、通

学
路
に
交
差
点
が
あ
る
場
合
、交
差

点
で
待
機
す
る
際
の
指
導
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か

歩
道
内
に
設
置
す
る
石
柱
は
、歩
道

内
へ
の
車
両
の
進
入
を
防
止
す
る
た

め
に
設
け
て
い
る
。児
童
・
生
徒
が
横

断
歩
道
を
渡
る
た
め
に
交
差
点
の
歩

道
で
待
機
す
る
際
は
、車
道
か
ら
余

裕
を
持
っ
た
箇
所
で
待
つ
、渡
る
と
き

は
左
右
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
な
ど

の
指
導
を
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
。

事
故
の
未
然
予
防
に
つ
い
て

事
故
の
未
然
予
防
に
つ
い
て

河
　
村
　
康
　
之
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

大塚みどり 障がい者に寄り添った福祉の増進に
ついて

松﨑百合子
中学校の制服選択制の導入について
ことばの教室について
発達障がいの子どもと家族の支援に
ついて

平井信太郎
JR水城駅周辺の安全対策について
大利アンダーパスの安全対策に
ついて

岡 部　和 子
食育について
子ども食堂について
通学路の見守りについて

▲映像はこちら▲映像はこちら

▲映像はこちら

月の浦西公園

答 問答答 問問 公
園
に
遊
具
を
！

　
　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て

公
園
に
遊
具
を
！

　
　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て

遊
具
の
点
検
は
、ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か

市
の
職
員
が
年
に
２
回
以
上
点
検
を

行
う
ほ
か
、専
門
の
有
資
格
者
に
よ

る
点
検
を
年
１
回
以
上
行
っ
て
い
る
。

遊
具
設
置
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

市
の
方
針
と
し
て
、経
年
劣
化
や
損

傷
が
著
し
い
遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
優
先
し
て
い
る
。既
存
公
園
へ
の
遊

具
新
設
は
優
先
順
位
が
低
く
な
る

が
、地
元
区
の
要
望
等
が
あ
れ
ば
協

議
を
行
う
。

月
の
浦
近
隣
公
園
の
駐
車
場
を
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
、月
の
浦
西
公
園
に

遊
具
を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
、月
の

浦
西
公
園
の
芝
生
と
の
境
に
フ
ェ
ン
ス

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
、小
田
浦
公
園

に
ブ
レ
イ
ブ
ボ
ー
ド
が
で
き
る
場
所

が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
出
て
い
る
。

特
色
あ
る
公
園
づ
く
り
、よ
り
利
用

し
や
す
い・
楽
し
い
公
園
づ
く
り
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
が
、い
か
が
か

月
の
浦
近
隣
公
園
の
駐
車
場
増
設
、

月
の
浦
西
公
園
に
お
け
る
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
、小
田
浦
公
園
を
ブ
レ
イ
ブ
ボ

ー
ド
が
で
き
る
よ
う
に
改
修
を
行
う

こ
と
は
、利
用
実
態
を
十
分
に
調
査

し
、地
元
区
と
の
協
議
を
綿
密
に
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
月
の
浦
西
公
園
に
遊
具
を
追
加
設

置
は
、そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
地
元

区
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
要
望
に
つ
い
て
は
、区
と

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、利
用
し
や

す
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
公
園
づ
く
り

に
役
立
て
た
い
。

森
　
　
　
和
　
也

中 村　真 一 待機児童問題について

森　　和也 公園について
街路樹と歩道について

福 澤　信 光 駐輪場の利用について
事故の未然予防について

神 田　徳 良 コミュニティバスの運行について
防災減災について

河 村　康 之
本市の選挙・投票について
本市施設の多目的（多機能）トイレの
設置について

前
回
平
成
27
年
の
状
況
と
比
べ
、今
回

の
投
票
率
を
ど
う
考
え
る
か
。ま
た
、

今
後
ど
う
な
れ
ば
良
い
と
考
え
る
か

前
回
平
成
27
年
の
投
票
率
は
42
・
20
％

で
、今
回
は
39
・
57
％
と
な
り
２
・
63
ポ

イ
ン
ト
低
か
っ
た
。選
挙
権
年
齢
の
下

限
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
有
権
者

数
は
前
回
か
ら
3
5
2
6
人
増
加
し

て
い
る
が
、投
票
者
数
は
5
9
8
人
減

少
し
て
い
る
。投
票
率
が
前
回
よ
り
も

下
が
っ
た
こ
と
や
、他
市
と
比
べ
低
い

こ
と
は
大
変
残
念
に
考
え
て
い
る
。今

後
は
投
票
率
の
向
上
を
望
む
の
は
当

然
で
あ
り
、そ
の
た
め
市
と
し
て
必
要

な
取
り
組
み
を
今
後
も
検
討
し
、実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

投
票
所
入
場
券
を
有
権
者
一
人
に
一

枚
郵
送
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

本
市
は
今
後
改
善
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
る
か

本
市
は
以
前
か
ら
、郵
送
料
の
削
減
の

た
め
、世
帯
ご
と
に
印
刷
す
る
仕
様
と

し
て
い
る
。今
後
は
、世
帯
ご
と
個
人

ご
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、ま
た

選
挙
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の

答答 問問

時
期
な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
、調
査
・

研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。ま

た
、入
場
券
に
印
字
さ
れ
て
い
る
文

字
、特
に
宣
誓
書
が
小
さ
く
、大
変
利

用
し
づ
ら
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、こ

れ
に
つ
い
て
は
今
後
、有
権
者
が
記
入

す
る
項
目
の
一
部
を
事
前
に
印
字
し

た
り
し
、有
権
者
の
負
担
軽
減
と
な
る

よ
う
な
改
善
を
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
選
挙
・
投
票
率
の
改
善
を

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
考
え
る
か
？

本
市
の
選
挙
・
投
票
率
の
改
善
を

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
考
え
る
か
？

自
然
災
害
と
違
い
、事
故
は
、予
測

し
、防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
も
の
も
多
い

と
考
え
る
。先
日
、七
十
代
・
八
十
代

の
方
か
ら「
最
近
の
自
動
車
事
故
を

見
る
と
運
転
が
怖
い
」「
で
も
、運
転

し
な
い
と
買
い
物
に
も
行
け
な
い
」

「
だ
か
ら
免
許
返
納
を
し
た
く
て
も

出
来
な
い
」と
相
談
を
受
け
た
。そ
こ

で
高
齢
者
の
免
許
返
納
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か

現
在
、自
主
返
納
に
対
す
る
本
市
独

自
の
補
助
な
ど
の
支
援
は
行
っ
て
い

な
い
が
、他
自
治
体
が
行
っ
て
い
る

自
主
返
納
補
助
制
度
に
つ
い
て
の
効

果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

本
市
の
通
学
路
内
で
、縁
石
も
障
害

物
も
無
い
、交
差
点
付
近
の
歩
道
は

存
在
す
る
の
か

本
市
の
通
学
路
内
で
、縁
石
も
障
害

物
も
な
い
交
差
点
付
近
の
歩
道
は
、

存
在
す
る
。

答答 問問

問答
歩
道
内
に
石
柱
が
あ
る
所
と
、無
い

と
こ
ろ
の
違
い
は
な
に
か
。ま
た
、通

学
路
に
交
差
点
が
あ
る
場
合
、交
差

点
で
待
機
す
る
際
の
指
導
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か

歩
道
内
に
設
置
す
る
石
柱
は
、歩
道

内
へ
の
車
両
の
進
入
を
防
止
す
る
た

め
に
設
け
て
い
る
。児
童
・
生
徒
が
横

断
歩
道
を
渡
る
た
め
に
交
差
点
の
歩

道
で
待
機
す
る
際
は
、車
道
か
ら
余

裕
を
持
っ
た
箇
所
で
待
つ
、渡
る
と
き

は
左
右
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
な
ど

の
指
導
を
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
。

事
故
の
未
然
予
防
に
つ
い
て

事
故
の
未
然
予
防
に
つ
い
て

河
　
村
　
康
　
之

福
　
澤
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光



89

 

大
雨
や
台
風
時
の
非
常
時
は
、大
利

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
冠
水
す
る
可
能
性

が
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で

対
応
し
て
い
る
か

冠
水
対
策
と
し
て
受
水
槽
と
３
台
の

排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
る
。ま

た
、排
水
ポ
ン
プ
と
停
電
に
備
え
て

の
自
家
発
電
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

年
２
回
行
っ
て
い
る
。

ど
れ
く
ら
い
の
雨
量
で
道
路
が
冠
水

し
て
自
動
車
が
通
行
で
き
な
く
な
る

の
か
把
握
し
て
い
る
か

１
時
間
に
１
４
６
ミ
リ
の
降
雨
量
に

耐
え
ら
れ
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

も
し
大
利
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
冠
水
し

た
場
合
、ど
の
よ
う
な
手
順
で
通
行

止
め
等
の
処
置
を
す
る
の
か

道
路
冠
水
が
５
セ
ン
チ
に
な
る
と
電

光
掲
示
板
で
歩
行
者
に
注
意
喚
起
を

行
い
、水
深
が
10
セ
ン
チ
で
職
員
が

交
通
遮
断
機
を
操
作
し
、通
行
止
め

の
処
置
を
行
う
。

安
全
対
策
と
し
て
手
摺
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。自
転
車
側
に
設
置
さ
れ
て
い

答答 問問問 答 問

る
が
何
故
か

現
在
の
手
摺
は
、自
転
車
歩
行
者
道

の
規
制
を
行
う
前
に
、車
道
へ
の
転
落

防
止
の
た
め
、歩
道
内
の
車
道
側
に

設
置
し
た
。

歩
行
者
が
通
行
す
る
側
に
手
摺
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が

如
何
か

歩
行
者
が
通
行
す
る
手
摺
を
設
置
す

る
た
め
に
は
法
令
順
守
を
し
な
が

ら
、可
能
な
手
法
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

今
後
、歩
行
者
が
通
行
す
る
側
に
新

た
な
対
策
を
す
る
予
定
は
あ
る
か

歩
行
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、看
板
の
設
置
や
手
摺
の
新
設
を

含
め
総
合
的
に
勘
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し
検
討
す
る
。
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子
は
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ン
と
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い

る
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国
の
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制
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の
選

択
制
が
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っ
て
い
る
が
市
の
考
え

は
い
か
が
か

近
隣
で
は
、福
岡
市
立
の
中
学
校
で

新
た
な
標
準
服
導
入
の
準
備
が
進
ん

で
お
り
、そ
の
中
で
生
徒
自
身
の
性

自
認
な
ど
に
合
わ
せ
て
、男
女
に
関

係
な
く
制
服
を
選
べ
る
よ
う
検
討
が

さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、男
子
・
女
子
の
制
服
が

各
学
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で
決
め
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て
お
り
、数
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に
制
服
検
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検
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・
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を
行
っ
て
い

き
た
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と
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る
。

中
学
校
制
服
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は

ア
ン
ケ
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ト
調
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で
は
、制
服
の
品

質
向
上
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
意

見
が
あ
る
。男
女
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に
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定
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た

中
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に
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、違
和
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が
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な
ど
の
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は
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の
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や
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の
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が
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れ
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が
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か

現
在
の
と
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ろ
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内
で
統
一
し
た

制
服
選
択
制
を
導
入
す
る
予
定
は
な

い
。し
か
し
、心
と
体
の
性
が
一
致
し

な
い
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
生
徒

な
ど
へ
の
配
慮
も
、今
後
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。近
隣
市
の

動
向
や
生
徒
、保
護
者
か
ら
の
要
望

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、校
長
会
と
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上
で
調
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・
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。
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機
児
童
問
題
が
解
消
さ
れ
な
い
原

因
は
何
か

近
年
の
保
育
需
要
の
高
ま
り
か
ら
、

保
育
所
入
所
の
申
込
率
が
上
昇
し
て

お
り
、入
所
申
し
込
み
者
が
多
い
状

態
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
主
な
原

因
。

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
の
対
策
に

つ
い
て

保
育
定
員
拡
充
の
た
め
、計
画
的
に

保
育
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
て
い

る
。平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
待

機
児
童
数
が
80
人
に
な
る
と
の
予
測

を
し
て
い
た
が
、実
際
は
1
4
3
人

と
な
っ
た
。

さ
ら
な
る
保
育
定
員
の
拡
充
に
向
け

た
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
。企
業
主
導
型
保
育
事
業
所

と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、待
機
児
童

数
の
減
少
に
努
め
て
い
る
。

保
育
士
確
保
に
つ
い
て

大
野
城
市
保
育
所
連
盟
で
は
、毎
年
、

保
育
士
の
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催

し
、市
内
の
保
育
所
の
魅
力
を
伝
え

る
な
ど
し
て
、人
材
確
保
に
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就
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の
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の
認
可
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所
に
対
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は
、
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も
・
子
育
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法
に
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づ
い

て
国
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、市
の
給
付
負
担
に
よ
る
運

営
費
の
給
付
を
行
い
、毎
年
保
育
士

の
人
件
費
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い

る
。ま
た
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遇
改
善
等
を
対
象
と
し

た
市
独
自
の
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も
実
施
。
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の
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的
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は
何
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路
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は
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と
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目
的

で
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が
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は
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の
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を
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の
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が
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台
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る
た
め

に
運
行
し
て
い
る
。

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
、中
央
地

区
や
南
地
区
に
運
行
さ
れ
な
い
の
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
で
な
い
と
思

う
が
、市
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か

市
内
の
公
共
交
通
の
空
白
地
は
お
お

む
ね
解
消
さ
れ
て
お
り
、公
平
だ
と

考
え
る
。

買
い
物
に
行
く
の
が
困
難
な
人
へ
の

支
援
や
施
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

高
齢
者
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
日

常
生
活
を
地
域
で
手
助
け
す
る
こ
と

を
目
的
に
丘
陵
地
の
多
い
南
地
区
に

高
齢
者
支
援
事
業
ふ
れ
あ
い
号
を
走

ら
せ
て
い
る
。

答答 問答 問問

問答問答
福
岡
市
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
為
の
電

車・バ
ス・タ
ク
シ
ー
な
ど
に
乗
れ
る
高

齢
者
乗
車
券
を
本
市
で
も
導
入
す
る

予
定
は
あ
る
か

高
齢
者
へ
の
交
通
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、財
政
負
担
の
課
題
も
あ
る

の
で
、制
度
の
有
効
性
な
ど
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
近
隣
市
と
の
相

互
乗
り
入
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て

メ
リ
ッ
ト
は
利
用
者
の
利
便
性
が
向

上
す
る
こ
と
で
あ
り
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、近
隣
市
や
バ
ス
事
業
者
と
の
協

議
・
調
整
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
だ

と
考
え
る
。

市
民
の
た
め
の

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
目
指
し
て

市
民
の
た
め
の

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
目
指
し
て

中
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真
　
一

神
　
田
　
徳
　
良

志免町ホームページより

歩道側に手摺が設置されて
いない大利アンダーパス
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大
野
城
市
障
が
い
者
等
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
制
度
の
給
付
対
象
者
に

は
ど
ん
な
規
定
が
あ
る
の
か

在
宅
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

や
用
具
別
に
、障
が
い
の
種
類
、障
が

い
の
等
級
を
定
め
て
い
る
。

自
立
生
活
支
援
用
具
の
給
付
種
目
と

概
況
に
つ
い
て

全
部
で
11
種
目
で
あ
る
。平
成
30
年

度
の
給
付
実
績
、17
件
。う
ち
入
浴
補

助
用
用
具
６
件
、頭
部
保
護
帽
６
件
、

歩
行
補
助
杖
２
件
、移
動
・
移
乗
支
援

用
具
２
件
、聴
覚
障
が
い
用
屋
内
信

号
装
置
１
件
。ほ
か
の
種
目
は
、０
件

で
あ
る
。

頭
部
保
護
帽
支
給
の
現
状
は

受
給
対
象
者
は
、身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、ま
た
は
精
神
保
健
福
祉

手
帳
を
有
し
、て
ん
か
ん
発
作
な
ど

に
よ
り
頻
繁
に
転
倒
す
る
方
で
あ

る
。過
去
３
年
間
で
申
請
に
至
ら
な

か
っ
た
数
は
１
件
。施
設
入
所
で
あ
っ

た
為
、断
っ
て
い
る
。現
行
制
度
の
中

で
、十
分
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

答答 問答 問

答 問

問

厚
生
労
働
省
は
、日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
制
度
の
概
要
の
中
で
、地
域

生
活
支
援
事
業
の
必
須
事
業
と
し
、

実
施
主
体
は
市
町
村
と
規
定
。自
治

体
に
よ
っ
て
は
、利
用
対
象
者
を
在
宅

の
み
と
限
定
せ
ず
、施
設
入
所
の
方
も

可
能
と
明
記
。本
市
も
改
善
に
取
り

組
む
べ
き
で
は

施
設
入
所
者
の
現
状
、県
内
、先
進
地

の
状
況
、国
の
動
向
を
踏
ま
え
、改
善

に
向
け
て
検
討
を
行
う
。

　
ま
た
、今
回
の
ケ
ー
ス
も
含
め
て
、

制
度
の
は
ざ
ま
の
中
で
支
援
の
手
が

十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い
事
案
が

な
い
か
、課
題
の
把
握
に
努
め
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
要
綱
の
改
善
へ

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
要
綱
の
改
善
へ

子
ど
も
た
ち
の
食
育
状
況
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
子
ど
も
の

割
合
は
、３
歳
か
ら
５
歳
で
約
93
％
、

小
学
２
年
生
、小
学
５
年
生
で
は
と

も
に
約
95
％
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、幼
児
及
び
小
学
生
と
も
に
、

御
飯
や
パ
ン
な
ど
の
主
食
は
約
９
割

が
食
べ
て
い
た
が
、卵
や
肉
、魚
な
ど

の
主
菜
は
約
半
数
、野
菜
な
ど
の
副

菜
は
４
人
に
１
人
と
少
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
推
進
会

に
つ
い
て

「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、地
域
に
お
い
て
食
を

通
し
た
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。

　
活
動
内
容
は
、食
生
活
の
知
識
向

上
の
学
習
会
を
各
区
で
毎
月
実
施
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
親
子
料
理
教

室
や
男
性
料
理
教
室
、シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
料
理
講
習
会
へ
の

協
力
、市
の
事
業
で
あ
る
健
康
栄
養

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
や
健
康
・
食
育
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
も
食
生
活
改
善

答 問答 問

問答
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。団
体
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や

市
が
主
催
す
る
養
成
講
座
を
修
了
し

た
食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
を
継

続
す
る
こ
と
で
会
員
増
加
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
に
対
す
る
食
事
に
つ
い
て

支
援
と
し
て
健
康
栄
養
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
や
初
心
者
の
た
め
の
男
性
料
理

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、食
生

活
改
善
推
進
員
が
、公
民
館
で
開
催

し
て
い
る「
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い

交
流
会
」な
ど
で
、健
康
維
持
の
た
め

の
食
生
活
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
食
育
推
進
に
つ
い
て

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
食
育
推
進
に
つ
い
て

大
　
塚
　
み
ど
り

岡
　
部
　
和
　
子

　大野城市の投票率

30%
平成15年

35%

40%

45%

50%

55%
52.25%

45.61%

42.62% 42.20%
39.57%

大野城市議会議員選挙投票率

　大野城市議会議員選挙の投票率も減少傾向にあり、今回は４０パーセントを切ってし

まいました。しかしながら、期日前投票者数は前回と比べて増加しています。市役所以外に

も北コミュニティセンター、南コミュニティセンターの市内計３箇所で投票できますので、

選挙日当日に行けない方は期日前投票を利用して大野城市の未来のために投票しま
しょう。

ご存知
ですか？

平成19年 平成23年 平成27年 平成31年

0人

2000人

4000人

6000人

8000人

10000人

平成27年

6339人

平成31年

8576人

42.85%

43.33%

大野城市議会議員選挙
期日前投票者数

福岡県全体

大野城市

30% 35% 40% 45%

令和元年第25回参議院議員
選挙投票率
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◆ 

議
会
の
動
き 

◆

作
　
品
　
紹
　
介

◆ 

視
察
来
庁 

◆

短
　
歌

川
　
柳

○
全
山
が
若
葉
と
な
り
て
盛
り
上
る

　
　
知
ら
ず
知
ら
ず
に
歩
幅
ひ
ろ
が
る

○
稲
の
花
の
匂
ひ
は
あ
の
日
の
匂
ひ
で
す

　
　
六
才
の
夏
終
戦
の
日
の
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に
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を
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る
調
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と
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を
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岡
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28
日

７
月
16
日

19
日

30
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ねえねえ、最近、新聞やニュースで話題になっている「ふるさと納
税」ってどんな制度なの？

　自分が住んでいた「ふるさと」や、応援したい自治体に寄附ができ
る制度だじょー。ふるさと納税で寄附をすると、その寄附額の一部が
所得税・住民税から控除されるじょー。他にも、その地域の特産品が
もらえたり、寄附の使い道も選ぶことができるじょー。

市内に住んでいる人も、大野城市にふるさと納税で寄附ができるの？

特産品はもらえないけど、自分が住んでいる自治体にも寄附はできる
じょー。

大野城市ではどのくらいふるさと納税で寄附が集まっているの？

平成29年度は約2,700万円、平成30年度は約9,300万円の寄附をいた
だいたじょー。

そんなに減ったんだ。行政サービスに影響するんじゃないの？

うん。だから、行政サービスを低下させないために、減った分の寄附
は集めたいんだじょー。みんな、よろしくだじょー！

大野城市では、ふるさと納税で寄附頂い
た方に、上記の５つの寄附メニューから
使い道を選んでいただいてるじょ～！

本当だじょー。平成29年度は約6,700万円、平成30年度は約9,800
万円の税収が減ったんだじょー。

平成30年度は、46保育所（園）に約2,000冊の絵本
などを配りました。このほかに、「まどか号への
AED設置」「奨学資金」などの事業にふるさと納税
寄附金を活用しました。　

市内に住んでいる人が、他の自治体にふるさと納税をしたら、大野城
市の税収が減るって聞いたけど本当なの？

ふるさと納税って？

大野城市ＰＲキャラクター
大野ジョー

まどかちゃん

【保育所（園）への本等の寄贈】 ☆大野城市のふるさと納税寄附メニュー☆

○歩道・交差点・通学路の安全表示
○奨学資金
○南地区高齢者移動支援事業
○ブックスタート
○心のふるさと館運営事業
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ねえねえ、最近、新聞やニュースで話題になっている「ふるさと納
税」ってどんな制度なの？

　自分が住んでいた「ふるさと」や、応援したい自治体に寄附ができ
る制度だじょー。ふるさと納税で寄附をすると、その寄附額の一部が
所得税・住民税から控除されるじょー。他にも、その地域の特産品が
もらえたり、寄附の使い道も選ぶことができるじょー。

市内に住んでいる人も、大野城市にふるさと納税で寄附ができるの？

特産品はもらえないけど、自分が住んでいる自治体にも寄附はできる
じょー。

大野城市ではどのくらいふるさと納税で寄附が集まっているの？

平成29年度は約2,700万円、平成30年度は約9,300万円の寄附をいた
だいたじょー。

そんなに減ったんだ。行政サービスに影響するんじゃないの？

うん。だから、行政サービスを低下させないために、減った分の寄附
は集めたいんだじょー。みんな、よろしくだじょー！

大野城市では、ふるさと納税で寄附頂い
た方に、上記の５つの寄附メニューから
使い道を選んでいただいてるじょ～！

本当だじょー。平成29年度は約6,700万円、平成30年度は約9,800
万円の税収が減ったんだじょー。

平成30年度は、46保育所（園）に約2,000冊の絵本
などを配りました。このほかに、「まどか号への
AED設置」「奨学資金」などの事業にふるさと納税
寄附金を活用しました。　

市内に住んでいる人が、他の自治体にふるさと納税をしたら、大野城
市の税収が減るって聞いたけど本当なの？

ふるさと納税って？

大野城市ＰＲキャラクター
大野ジョー

まどかちゃん

【保育所（園）への本等の寄贈】 ☆大野城市のふるさと納税寄附メニュー☆

○歩道・交差点・通学路の安全表示
○奨学資金
○南地区高齢者移動支援事業
○ブックスタート
○心のふるさと館運営事業



中学生模擬議会！
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・委員会報告

・６月定例会一般質問
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・ふるさと納税って?
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本会議　提案理由説明
本会議　質疑・付託
各常任委員会　10日迄
決算特別委員会　13日迄
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　報告・討論・採決

本会議・各委員会は傍聴できます。
みなさまの傍聴をお待ちしています。

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

広 報 委 員 会

議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。
●募集作品（未発表のものに限ります）　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または直接窓口へ
　　　　　 (〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号　℡．580－1938)
●注意事項
　・未発表のものに限ります　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください　　・提出された作品は、返却しません　
　・ペンネームでも可とします　

～作品掲載希望者募集～～作品掲載希望者募集～

※このみ保育園の園児たち
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みなさん是非とも傍聴に来てください！

　市内５校の中学校から、３年生の
生徒が１日議員となり大野城市の事
について質問し、行政職員の立場
で、議員が回答する「中学生模擬
議会」を開催します。

～未来を創る！ 私たちの想い～

今年もや
ります！

●日　時：令和元年８月21日（水） 14時00分より
●場　所：大野城市役所本館4階・議場
※中学生模擬議会はケーブルテレビで放送されます。
１２ＣＨ（生中継）　８月２１日（水）１４時～１５時40分
１１ＣＨ（特別番組）８月２５日（日）１８時～
　　　　　　　　　　８月２６日（月）　８時～、１４時～
特別番組は、生中継を１時間にまとめて放送します。
●お問い合わせ：大野城市議会事務局　☎580-1938


